
排
除

で
進
学
し
て
ほ
し
い
か
と

今
回
の
講
演
で
は
、
時
間

領
域
別
分
科
会

と
連

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
大

が
足
り
ず
、「
貧
困
」
状
態

講
演
会
終
了
後
、

日
1

鎖

学
ま
で
」
は

万
円
以
上

に
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る

目

分
、

日
目

分
領

500

70

2

160

し
、

の
世
帯
は

・

に
対

高
校
教
育
の
課
題
に
ま
で

域
別
分
科
会
を
開
催
し
ま

68

14
%

進
学

し
、

万
円
未
満
で
は

言
及
す
る
こ
と
は
残
念
な

し
た
。

今
年
度
も
「
平
和

300

44

率
、

・

と
、
親
世
代
の
収

が
ら
で
き
な
か
っ
た
も
の

学
習
の
と
り
く
み
」
と
新

68
%

就
職

入
や
学
歴
、
就
労
の
形
態

の
、
子
ど
も
の
貧
困
の
「
深

規
に
「
主
権
者
教
育
の
と

率
の

等
が
直
接
子
ど
も
の
教
育

刻
さ
」
に
つ
い
て
分
か
り

り
く
み
」
に
つ
い
て
事
前

不
平

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

や
す
く
丁
寧
な
講
演
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
43

等
、

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

今
教
室
に
い
る
高
校
生
に

分
会
か
ら
回
答
が
あ
り
ま

閉
会
集
会
で
は
各
分
科

格
差

ま
と
め
と
し
て

対
し
、
私
た
ち
が
ど
の
よ

し
た
。

会
か
ら
の
報
告
の
後
、
寺

を
拡

貧
困
が
「
見
え
に
く
い
」

う
な
視
線(

ま
な
ざ
し)

を

第

分
科
会
・
第

分

田
教
文
部
長
が
集
会
の
ま

1

1

2

大

こ
と
と
し
て
、

持
つ
べ
き
か
が
分
か
っ
た

科
会
で
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
め
を
行
い
ま
し
た
。
ま

し
、

①
本
人
か
ら
は
言
っ
て
く

講
演
と
な
り
ま
し
た

も
活
用
し
た
討
議
が
行
わ

た
、
第

・

・

分
科

1

2

3

こ
れ

れ
な
い
。
貧
困
な
の
で

講
演
会
の
感
想
（
抜
粋
）

れ
ま
し
た
。
第

分
科
会

会
か
ら

人
ず
つ
、
次
年

3

1

が
さ

助
け
て
と
声
を
上
げ
る

○
生
徒
の
顔
が
浮
か
び
ま

で
は
、
高
校
で
の
特
別
支

度
の｢

教
育
の
つ
ど
い｣

へ

ら
に

の
は
相
当
ハ
ー
ド
ル
が

し
た
。
経
済
的
困
窮
に

援
教
育
の
現
状
や
今
後
の

レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
推
薦

次
世
代
の
子
ど
も
の
貧
困
に

高
い

よ
り
子
ど
も
を
か
ま
う

「
通
級
」
導
入
に
つ
い
て

さ
れ
ま
し
た
。

連
鎖
し
て
い
く
と
数
値
を
あ

②
困
難
が
複
合
的
で
あ
り
、

時
間
が
な
い
こ
と
も
、

課
題
、
不
登
校
生
徒
の
対

秋
の
教
研
へ
の
参
加
、

「
子
ど
も
の
貧
困
」
が

の
う
ち

府
県
が
西
日
本

値
と
し
て

歳
未
満
人
口
は

げ
て
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て

表
面
的
な
問
題
の
背
後

将
来
的
に
子
ど
も
を
危

応
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し

支
部
教
研
の
実
施
を

10

8

18

第
２
次
ブ
ー
ム
に

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

約

千
万
人
、
そ
の

・

本
来
、
社
会
全
体
で
保
障
す

に
貧
困
が
あ
る(

け
ど
見

機
に
追
い
や
る
可
能
性

た
。
第

分
科
会
で
は
、

今
年
度
の
夏
季
教
研
は

2

16

3

4

２
０
１
２
年
の
「
子
ど
も

ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
２
０

％
の
約

万
人
、
つ
ま
り

べ
き
子
ど
も
の
成
長
・
発
達

え
に
く
い)

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

非
常
勤
講
師
職
員
や
女
性

未
組
の
青
年
教
職
員
の
参

325

6

の
貧
困
率
」
（

年
厚
労
省

１
５
年
度
版
の
幸
福
度
調

人
に

人
の
子
ど
も
が
「
貧

を
、
個
々
の
親
や
家
庭
の
「
責

③
担
当
者(

ひ
と
り
の
視

し
た
。

教
職
員
ま
た
は
部
活
指
導

加
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

14

1

発
表
）
は
、
過
去
最
悪
の

査
」
で
は
、
日
本
の
「
子
ど

困
」
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示

任
」
と
し
て
済
ま
せ
る
問
題

点)

だ
け
で
は
見
え
に
く

○
貧
困
の
拡
大
に
は
驚
く

等
に
つ
い
て
、
問
題
と
思

今
年
度
新
規
加
入
の
方
が

16

・

と
な
っ
て
お
り
、
中

も
の
貧
困
率
」

・

（
加

し
ま
し
た
。

で
は
な
い
、
早
急
な
抜
本
的

く
、
他
職
種
・
他
機
関

こ
と
ば
か
り
で
す
。
教

わ
れ
る
勤
務
・
労
働
条
件

参
加
し
「
教
研
は
い
い
、

3
%

15

7
%

で
も
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の

盟
国
中
ワ
ー
ス
ト

位
）で
、

相
対
的
貧
困
と
は
そ
の
社

な
対
策
が
必
要
な
重
大
な
社

と
の
情
報
交
換
が
必
要

え
子
の
中
に
は
シ
ン
グ

が
表
出
し
て
い
る
こ
と
も

組
合
は
い
い
」
と
感
想
を

11

貧
困
率
は
、

・

に
も

年
間
で

ポ
イ
ン
ト
も
上

会
で
「
当
た
り
前
」
と
さ
れ

会
問
題
で
あ
る
と
し
ま
し

貧
困
を
「
見
え
る
」
よ

ル
マ
ザ
ー
に
な
っ
て
い

あ
り
、「
教
職
員
の
権
利
」

よ
せ
ま
し
た
。

54

6
%

27

5

2

な
っ
て
い
ま
す
。

昇
し
て
い
ま
す
。

人
に

て
い
る
生
活
が
営
め
な
い
こ

た
。

う
に
と
し
て

る
者
も
多
く
い
ま
す
。

を
も
う
一
度
確
認
、
学
ぶ

月

日
の
県
教
研
は

6

1

11

19

総
務
省
の
「
産
業
構
造
基

人
の
子
ど
も
が
貧
困
家
庭
に

と
で
す
。
日
本
の
２
０
１
４

長
崎
の
こ
ど
も
の
貧
困
の

①
靴
・
衣
服
や
衛
生
状
態

と
て
も
心
配
し
て
い
ま

こ
と
を
テ
ー
マ
に
討
議
と

教
科
別
の
教
研
で
す
。
ぜ

本
調
査
」
な
ど
を
分
析
し
た

育
つ
状
況
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

年
度
の
「
貧
困
線
」(

こ
れ

現
状

か
ら
の
発
見

す
。

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。

山
形
大
学
の
戸
室
健
作
准
教

Ｄ
は
「
格
差
が
子
ど
も
の
機

以
下
だ
と
貧
困
の
ラ
イ
ン)

長
崎
の
子
ど
も
の
貧
困
の

②
栄
養
状
態
や
健
康
状
態

○
子
ど
も
の
貧
困
は
政
策

実
践
や
と
り
く
み
の
レ
ポ

授
は
、
生
活
保
護
の
受
給
対

会
を
奪
う
」
と
指
摘
し
て
い

は

人
世
帯
は

万
円
、

つ
の
現
状
と
し
て
、
長
崎

か
ら
の
発
見

の
貧
困
の
裏
返
し
で
あ

ー
ト
報
告
を
ど
し
ど
し
持

1

122

2

1

象
者
と
な
る
最
低
生
活
費
以

ま
す
。

人
世
帯

万
円
、

人
世
帯

市
内
の
保
育
所
の
保
護
者
ア

③
歯
科
疾
患
か
ら
の
発
見

る
。
主
権
者
教
育
の
充

ち
込
み
、
憲
法
と
子
ど
も

177

4

下
の
収
入
し
か
な
く
、
か
つ

人
に

人
が
貧
困

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
示
し

④
子
ど
も
自
身
の
言
動
や

実
が
必
要
だ
。

の
権
利
条
約
に
根
ざ
し
た

6

1

244

歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

こ
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題

こ
ど
も
の
人
生
全
体
に

ま
し
た
。

感
情
表
出
か
ら
の
発
見

○
定
時
制
高
校
は
貧
困
家

教
育
実
践
の
あ
り
方
に
つ

17世
帯
数
の

年
間
の
推
移
を

を
、
「
子
ど
も
の
貧
困
の
現

影
響
を
与
え
る
貧
困

そ
の
結
果
は
、
世
帯
の
収

の
必
要
性
を
指
摘
し
、
講

庭
の
子
ど
も
の
在
籍
数

い
て
意
見
を
交
流
し
ま
し

20

調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

状
と
高
校
教
育
の
課
題
」
の

小
西
さ
ん
は
、
子
ど
も
の

入

万
円
未
満
と
以
上
を
比

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

が
比
較
的
多
い
の
で
、

ょ
う
。

300

１
９
９
２
年
に
約

万
世
帯

演
題
で
、
長
崎
大
学
教
育
学

貧
困
と
は
、
子
ど
も
が
経
済

較
す
る
と
、
子
ど
も
に
フ
ル

大
変
興
味
深
く
聞
く
こ

ま
た
、
支
部
の
教
文
委

70

だ
っ
た
子
育
て
中
の
貧
困
世

部
准
教

的
に
社
会
生
活
的
に
必
要
な

ー
ツ
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
な

と
が
で
き
た
。
県
内
に

員
の
方
を
中
心
に
多
く
の

帯
数
は
、
直
近
の
２
０
１
２

授
小
西

も
の
の
欠
乏
状
態
に
置
か

い
、
子
ど
も
は
ス
ナ
ッ
ク
菓

専
門
家
が
い
る
こ
と
は

支
部
で
教
研
を
開
き
ま
し

年
度
調
査
の
時
点
で
は
、

祐
馬
先

れ
、
発
達
段
階
で
様
々
な
機

子
を
多
く
食
べ
る
、
家
に
パ

大
変
心
強
い
。

ょ
う
。

146

万
世
帯
に
倍
増
し
て
い
る
こ

生
が
講

会
が
奪
わ
れ
た
結
果
、
人
生

ソ
コ
ン
が
な
い
、
子
ど
も
に

○
貧
困
問
題
は
直
接
に
は

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

演
し
ま

全
体
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど

習
い
事
を
さ
せ
ら
れ
な
い
、

関
係
な
い
と
い
う
思
い

都
道
府
県
別
で
は
、
貧
困

し
た
。

多
く
の
不
利
を
負
っ
て
し
ま

家
族
泊
ま
り
が
け
の
旅
行
に

が
あ
り
ま
し
た
が
、
話

率
が
高
い
順
に
沖
縄(

・

ま
ず

う
こ
と
で
、
経
済
的
困
難
が
、

行
っ
た
こ
と
が
な
い
等
は
、

を
聞
き
な

37

)

、
大
阪(

・

)

、

日
本
の

不
十
分
な
衣
食
住
、
適
切
な

万
円
以
上
の
世
帯
と
比
較

が
ら
「
見

5
%

21

8
%

300

鹿
児
島(

・

)

、
福
岡

相
対
的

ケ
ア
の
欠
如
と
虐
待
、
文
化

す
る
と
未
満
の
世
帯
に
高
い

え
て
い
な

20

6
%

(

・

)

、
北
海
道(

貧
困
率

的
資
源
の
不
足
、
低
学
力
・

割
合
の
結
果
が
出
て
い
ま

か
っ
た
」

19

9
%

19

・

)

・
・
・
長
崎(

・

を
リ
ア

低
学
歴
、
低
い
自
己
評
価
、

す
。

と
思
い
ま

7
%

16

)

と
続
き
、
ワ
ー
ス
ト

ル
な
数

不
安
定
・
不
信
感
、
孤
立
・

ま
た
、
子
ど
も
に
ど
こ
ま

し
た
。

5
%

組合は であい ふれあい たかめあい

夏
季
教
育
研
究
集
会

「
貧
困
」
と
い
う
言
葉
を
自
分
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
持
つ
こ
と

そ
し
て
「
福
祉
の
ま
な
ざ
し
」
を
備
え
て
い
る
こ
と

講
演
よ
り

月

・

日
、
川
棚
町
の
国
民

8

10

11

宿
舎
「
く
じ
ゃ
く
荘
」
で
夏
季
教
研

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
数

は
例
年
と
ほ
ぼ
同
数(

や
や
増)

で
し

た
。
今
年
か
ら
の
祝
日
「
山
の
日
」

と
学
校
退
庁
日
の
導
入
で
、
参
加
者

の
減
少
を
危
惧
し
て
い
ま
し
た
が
、

各
領
域
の
民
主
教
育
推
進
委
員
を
は

じ
め
、
各
支
部
役
員
・
分
会
長
の
方

々
の
ご
尽
力
で
多
く
の
組
合
員
が
参

加
し
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
教

研
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

参加者集約表

講演会参加者数 ５６人

分科会名・参加者数(２日間延べ数)・レポート数

第１ 平和･人権 １６人 ４本

第２ 生活指導・自治活動 ８人 ２本

第３ 登校拒否･不登校･高校中退 ２４人 ６本

第４ 民主的職場作り ３０人 １本

第4分科会の報告
第3分科会の報告

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号

長崎高教組会館
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5 (095)-827-5882
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組合は であい ふれあい たかめあい

人
事
院
は

月

日
、

8

8

政
府
と
国
会
に
対
し
て
、

国
家
公
務
員
の
給
与
に
関

す
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
民

間
給
与
と
の
較
差
を
埋
め

る
た
め
に
、
月
例
給(

毎
月

の
賃
金)
は｢

円
、
０
・

708

％｣

、
ボ
ー
ナ
ス
は
０
・

17
月
引
き
上
げ
、｢
給
与
制

1度
の
改
正｣

と
し
て
、
配
偶

者
の
扶
養
手
当
を

年
で

2

半
減
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
０
・
17

％
の
引
き
上
げ
で
は
、
２

０
１
５
年
度
の
物
価
上
昇

(

０
・

％)

に
も
追
い
つ

8

か
ず
、
実
質
賃
金
は
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

中
高
年
層
は
現
給
保
障
額

を
超
え
な
い
た
め
、
実
際

の
支
給
額
は
据
え
置
き
に

な
り
ま
す
。（
主
な
内
容
は

別
掲
）

人
事
院
勧
告
は
国
家
公

務
員
に
対
す
る
も
の
で
す

が
、
私
た
ち
県
職
員
の
給

与
等
に
直
接
関
わ
る

月
10

の
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
そ
の
内
容
や
問
題
点

を
し
っ
か
り
つ
か
み
、
人

事
委
員
会
や
県
教
委
へ
の

要
求
活
動
を
強
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
事
院
勧
告
の
詳
し
い

内
容
及
び
問
題
点
に
つ
い

て
は
、
高
教
組
新
聞
と
一

緒
に
配
布
し
て
い
る｢

公

務
労
組
連
絡
会(

人
事
院

勧
告
特
集
号)

｣

を
お
読
み

く
だ
さ
い
。

2016年人事院勧告の主な内容

１ 月例給の引き上げ

民間給与との較差(0.17％)を埋めるために俸給表を改定

具体的には、基準となる行政職給料表で初任給を 1500 円引き上げ、若年層につ

いても同程度に改定。中高年層についても最低 400 円を引き上げる。

※中高年層はほとんど現給保障の対象になっているので、実際の支給額は現在の現

給保障額のまま据え置かれる。

２ ボーナスの引き上げ

民間の支給割合に見合うよう 0.1 月(再任用職員は 0.05 月)引き上げ、年間 4.30
月(再任用職員は 2.25月)とする。

具体的には、6月… 2.075月(期末 1.225月、勤勉 0.85月)

再任用職員は 1.05 月(期末 0.65月、勤勉 0.4月)

12月… 2.225月(期末 1.375月、勤勉 0.85月)

再任用職員は 1.2月(期末 0.8月、勤勉 0.4月）

※今年度については上記の 12月の勤勉手当に 0.05月(再任用は 0.025 月)上乗せ

３ 扶養手当の見直し（2017年4月から2年間で段階的に実施）

配偶者の扶養手当額(現行 13000 円)を他の扶養親族の扶養手当額(6500 円)まで

減額。それによって生じる原資で子の扶養手当を 10000 円に引き上げる。配偶者が

ない場合の１人目の扶養親族にかかる手当額の特例を廃止する。

具体的には下表のとおり

現行（2016年度） 2017年度 2018 年度

配 偶 者 １３，０００円 １０，０００円 ６，５００円

子 ６，５００円 ８，０００円 １０，０００円

配偶者・子以外 ６，５００円 ６，５００円 ６，５００円

配偶者がいない場合の
１１，０００円

子：１０，０００円
特例廃止

扶養親族の 1人目 他： ９，０００円

2016年人事院勧告

月例給の引き上げ勧告は物価上昇（0.8％）に追いつかない0.17％
配偶者の扶養手当の半減も勧告 ボーナスは0.1月増
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内
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憲
法
共
同
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ン
タ
ー
が
感
謝
声
明

沖 縄 に 行 こ う !!
見て 聞いて 学んで つながろう

「ゆいま～る 長崎高教組」

「全教『未来をひらくプロジェクト』ゆいま～る」

１ 日時 １２月２３日（金） ～ ２５日（日）

２ とりくみの目的と参加対象者

地方自治と立憲主義を守るたたかいを続ける沖縄に

学び、全国の仲間とつながり、高教組運動の次代を担

う若手組合員の活動を活発にする。

参加対象者は、40代までの組合員とします。

３ 日程

【23日】 午前中 福岡空港or長崎空港 出発 ※①

午後 沖縄を学ぶ（那覇市内中心）

夜 長崎高教組夕食交流会

宿泊 ホテルサン沖縄（国際通りそば）

【24日】 午前中 フリータイム

12時 那覇空港集合

リムジンバスで会場(恩納村)へ

14時 受付 文化行事

15時 講演とトーク

「沖縄から憲法を考える」

三上智恵さん（映画監督）

夜 夕食交流会

宿泊 リザンシーパークホテル谷茶ベイ

【25日】 朝食後 フィールドワークに出発

・基地問題、沖縄戦、ファミリーのテーマ

で、14のコースを設定

・出発時間および那覇空港着時間はコース

によって違う

・コースのテーマ、行程は全教パンフ参照

夕方 那覇空港発 ※②

福岡空港着

その後、長崎へ

※①② 飛行機の出発時刻は9月以降に判明

４ 費用

組合員は、原則本部負担ですが、空港までの交通費

と1日目の夕食交流会費は自己負担をお願いします。

家族等の同伴者は、全額自己負担となります。

2泊3日でおおよそ10万円程度の予定です。

５ 本部担当者

小田（鳴滝･通信分会）、岡山（明誠分会）

(2) 第1617号 2016年8月15日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


